
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

No.2035 
11月 20日例会 プログラム 「里山保全活動の近況ご報告」  エコライフ玉野副会長 高畠 昭義様 
11月 27日例会 プログラム 『「お客様本位」「社員重視」「社会との調和」を実現する高い経営品質を目指して』 
               富士ゼロックス岡山㈱ 代表取締役社長 大段 和廣様 
11月 20日のメニュー ・鱈の照り焼き・イカそーめん・わかさぎの南蛮漬け・山菜御飯・おみそ汁・お漬物・コーヒー 
 

前回（11 月 13 日）例会記録 
 

会員総数 33名 出席者数 24名 欠席者数 9名 出席率 72.73％ 前回補正率 87.88％ 
前回補正者 林君 仲田君 上原君 

出
席
報
告 欠 席 者 林君 井上君 岸君 近藤君 三宅(孝)君 仲田君 小野君 谷口君 山田(次)君 
 
 来 訪 者   木梨 正男様（倉敷南ＲＣ） 
 
 会 長 挨 拶   
 
 最初に本日のビジターをご紹介致します。倉敷南ロータリークラブの木梨正男様です。ようこそいらっ

しゃいました。 
 11 月 8 日（日）には、職場訪問を兼ねた親睦家族旅行、また宇野駅周辺の清掃奉仕活動と行事が重な

りましたが、参加されました会員皆様ありがとうございました。 
 さて、国税庁では、毎年 11月 11日から 17日までを「税を考える週間」と定め、中学生の税に関する

作品展、租税教室の開催など様々な広報活動を行っています。また、11 月 9 日に同庁の取り組みや税の

仕組みを知ってもらうのが狙いで、動画共有サイトの YouTube に「国税庁動画チャンネル（NT Ach）」を

開設していますので一度ご覧ください。また、国税庁 HPに「税を考える週間特集ページ」も開設し、ク

イズに全問正解するとブログパーツが貰えるコーナーもありますのでチャレンジしては如何でしょうか。  
 幹 事 報 告   
 
・ 葛尾ガバナー事務所より①小林ガバナー・エレクト壮行会のご案内が藤田ガバナー補佐、東川会長、岸

本次期会長、槌田幹事、緋田次期幹事宛に届いております。日時：平成 21年 12月 20日（日）、場所：

岡山プラザホテル。②2009-2010年度 RI会長賞の申込書が届いております。③バギオだよりが届いてお

ります。 
・ 浜田ロータリークラブより創立 50周年記念誌が届いております。 
・ 岡山東ロータリークラブより創立 40周年記念の写真集、写友「輪影」が届いております。 
・ 新入会員歓迎会と忘年例会のご案内を配布させて頂きました。多数のご参加をお願い致します。 

新入会員歓迎会 ⇒ 日時：平成 21年 11月 20日（金）19:00～、場所：花邑（TEL0863-31-1900）。 
忘年例会 ⇒ 日時：平成 21年 12月 4日（金）19:00～、場所：ダイヤモンド瀬戸内マリンホテル。 

・ 11 月 27 日の例会場はダイヤモンド瀬戸内マリンホテルに変更となりますので、お間違いのないよ

うお願い致します。時間は 12:30～13:30です。 
・ 他クラブ週報、例会変更通知は回覧させて頂きます。 
 
 委 員 会 報 告   
 
・ ロータリー情報委員会（緋田委員長）： 

①藤田ガバナー補佐が岡山南 RC の喜田次期ガバナー補佐より贈呈を受けました「ロータリーの心と原

点」と題する本ですが、一読させて頂きましたが、ロータリーの原点を見つめ直すには最適ではないか

と思い、藤田ガバナー補佐、東川会長、槌田幹事と相談した結果、会員の皆様に是非一読してもらいた

いとの結論となりました。定価は 1,000円ですが当委員会には予算もありませんし、財政が厳しい折柄

会員皆様にご負担をお願いしたいと思います。新入会員の方は是非、理事役員、各委員長の方は当然、会員の

皆様のご一読をお願いする次第です。後程、本と一緒に申込み表を回覧致します。よろしくお願い致します。 
  



 

< ２ > 

②新入会員歓迎会が 11月 20日（金）19:00～開催されますが、歓迎会の 30分前に新入会員の研修を企画

しましたのでお知らせ致します。該当の方は出席をお願い致します。日時：平成 21年 11月 20日（金）

18:30～、場所：天満屋ストア玉野店内会議室。  
 スマイル・ボックス   
 
・東川君①、松尾君－木梨様、よくいらっしゃいました。 
・東川君②、白石君－職場訪問で皆様にお世話になりました。 
・東川君③－11月 8日宇野駅周辺の清掃活動参加ありがとうございました。 
・星野君－本日、卓話をさせて頂きます。 
・東川君④、大西君、上原君－本日早退します。 

 
 プ ロ グ ラ ム  「イニシェーションスピーチ」   星野 要二君 
 
 皆様、今日は。星野要二と申します。仕事は天満屋ハピータウン玉野店の店長をしております。昭和 33
年 3月に岡山市内で生まれました。 
 幼少の頃は非常にとろい子供でして、母から聞いています話では幼稚園の運動会の梯子くぐり競争で梯

子の前まで走りましたが、どの梯子の穴をくぐって良いのか分からず梯子の前を行ったり来たりしていた

そうです。5歳にして決断力のない子供でした。 
 小学校では全く目立たない大人しい少年でした。小学校の時に忌々しい記憶が 1 つ残っておりまして、

休憩時間にお手洗いに行こうと思っていましたが、急に避難訓練が始まりお手洗いに行きたかったのです

けれど、先生に引っ張られて校庭に避難させられまして小便を漏らしてしまいました。10歳の時自己主張

が出来ない子供でした。 
 それから思春期になりまして、中学 1 年の時、一気に文学少年になっていきました。また生物部では、

何故か顕微鏡で覗く微生物の世界のとりこになり、ゾウリムシの飼育と研究を行っていました。そういう

暗い中学生まで 14歳でひ弱で虚弱体質であることを自覚しました。 
 高校に入ったらこういう自分をもう少しアクティブな人間に変えていかなければならないと思い、高校

入学後選んだのはフェンシング部でした。また、同じ頃フォークソングが非常に流行っており、吉田拓郎

に惹かれてギターを買いました。段々国内のマイナーなミュージッシャンに傾倒していき不良の友達も少

し増えていきました。不良の友達が増えていくと共に成績が一気に落ちてきました。16歳の時はプチ・ア

ウトローだったと思います。 
 大学は、フォークソングが好きだったので関西フォークのメッカである京都へ行きたいと思い、龍谷大

学に入学しました。入学後すぐに音楽サークルに入り、バンドを結成しました。大学 4 年になった時には

背中の半分まであった長い髪をバッサリと切り、全うに就職することを決めました。21歳でアウトローか

ら保守的な人間に変化した自分でした。 
 何故就職先を天満屋ストアに選んだかは、当時流通業界は変革の時期にあり、流通革命・流通戦争と物

騒な言葉で語られる業界であり、何となく新しくて斬新な業界に見えたからです。GMS（総合スーパー）が

今後主力フォーマットになると世に謳われた時代でした。 
服飾品の担当として、3 度目の転勤で厳しい上司とめぐり合い、仕事を叩き込まれたことで、現在「店

長職」を任されるようになったと、厳しかった上司には感謝しています。その後衣料品のマネージャーを

15年経験し、高梁・高松そして玉野と「タ」のつく土地を選んで店長職を経験しています。高梁では映画

「県庁の星」の撮影に協力し、「満天堂」のネーミングでお叱りをうけ、高松では全国第 2位の激戦地で勉

強をさせて頂きました。我々の仕事が、モノを売ることでなく「お客様に満足をお売りすること」を信念

に、地域との密着を図ってまいりました。 
  
 玉野は実は想い出深い所で、私が最後に平社員の時にこの玉野で過ごさせて頂きまして、皆と一緒に旅

行に行ったりして楽しい想い出のあった場所です。そういった楽しい想い出のある土地に帰されたことを

非常に嬉しく思っております。玉野に着任しましてお客様に喜んで貰えるお店を作りたい、ここにこのお

店があって良かったねと思って頂けるような店を作りたい。それが私の今の気持です。玉野の皆様にハピ

ータウンがあって良かったねと言われるような店を作りたいと思います。最後にこのような仕事をしてき

て良かったと思えることは、我々がこのような仕事でも地域の皆様に役に立つことが出来、何かしら皆様

に喜ばれることが出来ることは私の人生で誇りに思っております。これからも、この玉野のために頑張っ

ていきたいと思いますのでよろしくお願い致します。 
ご清聴有難うございました。 


